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AA <0.5 ○
市房ﾀﾞﾑ

Ａ 0.7 ○
西瀬橋

AA <0.5 ○

藤田

Ａ <0.5 ○
永江橋

Ａ 0.9 ○
坂本橋

Ｂ 0.7 ○
横  石

Ｂ 0.9 ○
前川橋

Ｂ 0.9 ○
金剛橋

球磨川流域における水質（BOD)の状況　(平成18年度)

出典：熊本県　H18水質調査報告書（公共用水域及び地下水）

■凡例

類型
BOD（75%値）
（mg/L）

環境基準
達成判定

地点名

（注１）
 坂本橋より下流の水域については、平成20年4月1日より、類型指定がBからAに変
更されており、球磨川流域はすべてAAもしくはA類型になっている。

（注２）
 球磨川においては類型当てはめが行われていない支川がある。

○、△印は補助点を示す。



（※熊本県下水環境課まとめ）

汚水処理人口普及率の推移
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球磨川流域関連市町村の人口
及び汚水処理人口の推移
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（注）市町村単位の集計のため、球磨川流域以外の区域の人口も含む。

（注）市町村単位の集計のため、球磨川流域以外の区域の人口も含む。





○アユの産卵場について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：河川環境診断基礎調査（H17）、熊本県水産研究センター） 

 
 
 



動植物への影響（アユの生息） 球磨川水系

アユの稚魚の放流量は、平成４年から平成１８年では約170～580万尾の
間で推移しており、近年１０ヶ年では放流全体の約７０％を球磨川河口
産が占めている。

アユの生息状況及び採捕、放流箇所

堰等の横断工作物の設置状況、水量等河川環境に違いがあるものの、球磨川上流（川辺川合流点から
上流）、球磨川下流（川辺川合流点から下流）、川辺川のそれぞれの区間におけるアユの成長やサイ
ズに一定の傾向は見られない。

アユの生息は広い範囲で確認されており、産卵場は球
磨川、川辺川ともに上流から下流の広い範囲に分布し
ている。ただし、堰やダムにより河川が分断されてい
ることもあり、河口近くの球磨川堰で採補されたアユ
が広い範囲で放流されている。

漁獲高は平成１３年をピークに減少傾向に
ある。

出典：球磨川漁協資料（放流量）
出典： 熊本県統計年鑑（漁獲量）

稚魚の放流について

アユの大きさ

球磨川下流
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球磨川上流
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出典：
昭和61～平成元年：球磨川・川辺川の魚
族に関する検討委員会
平成13年：国土交通省調査

漁獲量について

アユの分布と生息環境

出典：球磨川・川辺川の魚族に関する検討委員会 報告書
（S62.8、S63.5、63.8、63.10、H1.8の潜水調査結果の平均）

稚魚の放流実績（地点別尾数）
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【球磨川下り・ラフティング利用状況】

単位：人

H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度

県内 10,409 9,672 9,885 8,396 9,163

球磨川下り 県外 44,259 39,404 41,296 38,754 37,651

計 54,668 49,076 51,181 47,150 46,814

県内 957 796 756 702 955

ﾗﾌﾃｨﾝｸﾞ 県外 2,757 3,809 3,829 4,831 5,303

計 3,714 4,605 4,585 5,533 6,258

球磨川下り・ﾗﾌﾃｨﾝｸﾞ計 58,382 53,681 55,766 52,683 53,072

球磨川下り・ﾗﾌﾃｨﾝｸﾞ利用者数　推移

54,668
49,076 51,181

47,150 46,814

3,714

4,605
4,585

5,533 6,258

58,382

53,681 55,766
52,683 53,072

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度

球磨川下り 計 ﾗﾌﾃｨﾝｸﾞ 計 球磨川下り・ﾗﾌﾃｨﾝｸﾞ計

（H20.7人吉市役所観光振興課より聞取り）



▲

山間狭窄部山間狭窄部

低平地低平地

水衝部水衝部

川辺川合流点川辺川合流点

球磨盆地の出口球磨盆地の出口

山間狭窄部の出口山間狭窄部の出口

人吉市街地人吉市街地

▲

（山間狭窄部の入口）（山間狭窄部の入口）

○扇状地／干拓で広がった低平地
○山間狭窄部の出口で大きく湾曲
河床勾配：約1/7,000

流域の概要（地形特性）

○約43kmの長区間にわたる山間狭窄部
○河床勾配：約1/300～1/1,000

○本川とほぼ同規模の流域面積を持つ
最大支川川辺川が合流

○河床勾配：1/500～1/700

○盆地を貫流後、山間狭窄部へ流下

①下流(河口)部

②下流(平野)部

水衝部水衝部

扇状地扇状地

八代市街地八代市街地

③中流(山間狭窄)部

散在する散在する
集落集落

⑥源流(山地)部

山間狭窄部の出口山間狭窄部の出口

人吉市街部人吉市街部

山間狭窄部山間狭窄部
の入口の入口

④上流(盆地)部

○流域の地形は、下流部の「河口部」「平野部」中流部の「山間
狭窄部」、上流部の「盆地部」「源流部(山地)」に大別

○人吉盆地で支川川辺川が合流
○盆地部の末端において川幅が絞り込まれ、その後山間狭窄部を
流下

○山間狭窄部を抜けると扇状地が広がり、扇頂付近で流路が北か
ら西へ変化

ＪＲ肥薩線ＪＲ肥薩線

○八代海の干満の影響を受け干潟形成

○球磨川源流：熊本県球磨郡
水上村銚子笠(1,489m）

銚子笠
市房山

国道２１９号国道２１９号

⑤上流(盆地)部

主要都市

流 域 界

川辺川流域

球磨川上流域

凡 例

流域外の
想定氾濫区域

球磨川

川辺川

、 、
、



位置：八代市萩原町
延長：約２ｋｍ
特徴：背後の扇状地・干拓地の上に八代市街部が

広がっている
川が屈曲した水衝部に位置する
堤防前面の河床の著しい洗掘
堤防の厚み（断面）の不足

6k450

8k300

水
衝

部

萩原

豊原

萩原堤防



萩原堤防

○○ 堤防の厚み（断面）が不足している堤防の厚み（断面）が不足している

○○ 河床の洗掘（深掘れ）が著しい河床の洗掘（深掘れ）が著しい

肥薩おれんじ鉄道

現況地盤面

縦横比１：１０

▽ 計画高水位

必要な堤防の厚み（断面）

ＪＲ肥薩線

河床の洗掘

7k600
（右岸）

堤防の

厚み不足

河床部補強が必要な箇所




